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本研究の目的

Webページの検索
検索語の内容に関係のないページが多数提示される

より内容を考慮した索引付けが望まれる

Webページの特徴
ページ間にハイパーリンクによる内容的な

結びつきがある

注目ページの近傍のページを含めた索引付け
をする必要がある
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本研究の目的（１）

これまでの研究(DBWeb2001)
リンク先ページの内容を考慮した索引付け

手法を提案（ｔｆ-idf法を改良）

問題点

• リンク先ページの扱い方について、検討不足
• 離れたリンク先に類似ページがある場合には、
そのページの内容が反映されにくい
• 何リンク先のページまで扱えばよいか、検討不足
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本研究の目的（２）

リンク先ページの扱い方について、３つの
特徴ベクトル改良手法を提案

各手法について、次の事項を検証
リンク先ページを考慮したことによる

キーワード抽出精度

改良特徴ベクトルを用いた検索精度の比較

と、何リンク先までたどればよいか
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３つの提案手法
ある注目しているWebページに対して、

（１）個々のリンク先ページの内容を反映させる

（２）リンク先ページから構成される

クラスタの重心ベクトルを反映させる

（３）リンク先の各階層のWebページから構成される
クラスタの重心ベクトルを反映させる
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提案手法（１）
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各ページの内容を
参照元ページに反映
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各単語の重み付け（手法1）
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提案手法（２）
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各群の重心ベクトルを
参照元ページに反映
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各単語の重み付け（手法2）
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提案手法（３）
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各階層でのクラスタリングで
生成される重心ベクトルを
参照元ページに反映
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各単語の重み付け（手法3）
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実験

実験１

リンク先ページを考慮したことによるキーワー
ド抽出精度の比較（スコアの高い上位10語ま
でに、いくつのキーワードが含まれるか）

実験２

改良した特徴ベクトルによる検索精度の比較
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実験１（手法１）
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手法1によるキーワード抽出精度
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実験１（手法２）
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手法2によるキーワード抽出精度
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実験１（手法３）
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手法3によるキーワード抽出精度
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実験２（手法１）

16

手法1と既存の検索エンジンの検索精度の比較
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実験２（手法２）

17

手法2と既存の検索エンジンとの比較
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実験２（手法３）
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手法3と既存の検索エンジンとの比較
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まとめ

tf-idf法によって作成した特徴ベクトルをリンク先
ページを用いて改良する手法を提案

リンク先ページを使用することは、キーワード抽出や

検索のための索引付けとして有効

Webページの内容は、そのページから２～３リンク先
のWebページに集約される
といった知見が得られた。
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今後の課題

個々のWebページのリンク環境に応じた
特徴ベクトルの生成法についての検討、

および検索精度の検証
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